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応用生物科学部 年生を対象に 食育トライアル授業として 食の生産 安全管理 健康管理などに関
する 回の講義と 回の農業体験 種まき 収穫作業等 を実施し 学生の授業への出席状況及び授業前後
のアンケ トによって プログラムの内容および学生の食育に対する知識 意欲等の変化を評価した 応用
生物科学部全学科の学生に授業への参加を呼びかけた結果 授業の出席者は 名であり 栄養科学科の学生
が 名と最も多く 参加学生の学科構成に偏りがみられた 授業の初回に行ったアンケ トの回答者は
名 最終回に行ったアンケ トの回答者は 名であった 授業後のアンケ トでは 食育活動への興味は
深まったか 知りたい情報は得られたか 参加後 農業と食の関連に対する考えが変わったか 授業とし
て開講された場合受講するか という問いに対し それぞれ が はい と回答し 授業への総合的
な満足度 についても が 非常に 満足である と回答した 農業 に原点をおいた食育トライアル







近年 中高年層のみならず 児童生徒の食生活等実態調 科学省による食に関する指導の手引 では 食に関する指
査結果からも 朝食欠食などの食生活の乱れ 肥満傾向の 導の内容として 食事の重要性 心身の健康 食品を選
増大 過度の痩身などがみられ 幅広い年代で生活習慣や 択する能力 感謝の心 社会性 食文化 の 領域が設
栄養状態の問題点が挙げられている これらの問題を解 定されている
決するためには 栄養や食事のとり方などについて 正し 東京農業大学は 食の生産から健康に至る専門教育と研
い基礎知識に基づいて自ら判断し 食をコントロ ルして 究室による教育指導によって 幅広い人間形成がなされて
いく 言わば食の自己管理能力が必要となっている さら きた しかし 学生の多くが都市出身者で 自然環境や農
に 食品の安全性に対する信頼が揺らいでいるなか 食品 業環境に接することなく卒業するものが多い 食に関わる
の品質や安全性についても 正しい知識 情報に基づいて 本学において 食の本質が理解出来ない者 良い食習慣が
自ら判断できる能力が必要となってきている 身に付いていない者 栄養と健康との関連知識が不足する
このような状況を背景に 国民の食育の推進に関する取 者も多いと考えられ これらを教育するプログラムが必要
組を総合的かつ計画的に推進するため 平成 年に 食育 となっている
基本法 が施行され 翌年には同法に基づき 食育推進基 そこで 応用生物科学部 年生のうち 授業への参加を
本計画 が決定された 食育推進基本計画では 子どもの 希望した学生を対象に 食育トライアル授業として農業体
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農業体験実習の様子 左から白石氏による肥料に関する説明 土作り 種まき 収穫作業
験 食の生産および安全管理 健康管理などに関わるプロ する指導の手引 食育白書 平成 年度児童生徒の食
グラムを受講させ その成果を評価することを 本研究の 生活等実態調査 から項目を抜粋して作成した




東京農業大学応用生物科学部 年生の希望者を対象に をまき ほうれん草と小松菜の種を植えた 図 その後
食育トライアル授業を行った 開講は 掲示およびシラバ 雑草抜き等の管理は白石氏を中心に行い 学生も様子を見





意欲等の変化を評価した 授業後のアンケ トには あな
年 月 日から 月 日までの間に 回の講 たにとって食育とは何か 授業への総合的満足度 各授
義 木曜日 限 と 回の農業体験 種まき 収穫作業等 業の感想 今後の食育活動 などについて 選択肢および
を実施した 表 授業は 食育基本法 食育推進基本計 自由記述による回答を得た
画 食に関する指導の手引 文部科学省 食育白書 内
閣府 を踏まえた上で 本学の特性を考慮し 食の生産か
ら安全 健康づくりまでを網羅した内容とした
回目の講義では 参加者の特性 食に関する知識 生活 授業の出席者は 名 栄養科学科 名 生物応用化学
習慣等を把握するための食育アンケ ト調査を実施した 科 名 バイオサイエンス学科 名 醸造科学科 名 で
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食育アンケ ト調査結果 現在の生活及び食習慣に対する自己評価
ケ ト調査の回答数は 名 回収率 授業後アン した者は であった さらに 食生活改善に必要なこと
ケ トの回答数は 名 回収率 であった として 対象者の 割以上が 自分自身の意識の向上 郷
土食や行事食を食べる経験 自身が食材や栄養に関する
知識を習得する を挙げていた 現在の生活及び食習慣に
食育アンケ トをもとに授業参加学生の特性を検討した 対する自己評価については 図 に示した
ところ 食育に 少し とても 関心がある と回答した
者は であり 食育の 言葉を知っており 内容も 多
少 理解している と回答した者が であった また 授業後アンケ トの結果を表 に示した 食育活動へ
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後 農業と食の関連に対する考えが変わったか 授業とし があるという 農業の重要性を認識したようであった 表
て開講された場合受講するか という問いに対し それ 授業として開講された場合に含んでほしい内容に
ぞれ が はい と回答し 授業への総合的な満 は 多くの学生が 農業体験 と回答し 他に 調理実習
足度 についても が 非常に 満足である と回答し 食品工場や養鶏場等の見学 少人数制の授業として学生
た 表 また 農業体験実習の感想では 食べ物の成 同士のディスカッションを取り入れる 運動 食事調
長を通した気づきと感動が得られた様子であった 表 査 体組成など自分自身の現状を知る内容 などが挙げら
収穫した野菜の調理方法としては おひたし ごま和 れた 表
え からし醤油和え 油揚げとの煮浸し 味噌汁 ス プ
なべ サラダ 炒め物 グラタンなどが挙げられた
一方 自分にとっての 食育 とは 生きるための基本 農業 に原点をおき 農業体験を取り入れた実践型の食
を学ぶこと であると理解した学生が多かったようである 育トライアル授業によって 学生の食育への意欲の高まり
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授業後アンケ ト結果 食育トライアルに参加して 自分のこれからの食育活動について
の感謝の気持ち 環境への配慮 栄養と健康との関連知識 しかしながら 食育トライアル授業に参加した学生は栄
の習得等に寄与することができたと考えられる 応用生物 養科学科所属の者が多く 他の学生よりも食育への関心が
科学部学生のための食育プログラムには 学生が関心を示 高いという特性がみられた したがって 今後学部の授業
す農業体験に加え より幅広い人間力育成プログラムが必 として取り組む場合には 学科による食育に対する意識や
要である すなわち 応用生物科学部の食育プログラムは 知識の違いを考慮する必要があるかもしれない また 文
農学に視点をおきつつも より食品の加工や製造 安全性 部科学省による食育の目標として掲げられている 項
健康との関わりを理解できる学生教育が重要であり 学生 目 すなわち 食事の重要性 食事の喜び 楽しさを理
たちも 市場や食品メ カ といった施設見学 さらには 解する 心身の成長や健康の保持増進の上で望ましい栄
食品の安全性に対する基本的考え方や法的根拠 適切な知 養や食事のとり方を理解し 自ら管理していく能力を身に
識の修得を望んでいた このことから 食育コ ス開設の 付ける 正しい知識 情報に基づいて 食物の品質及び
必要性が検証される結果となった そして 今後も食品を 安全性等について自ら判断できる能力を身に付ける 食
摂取する ひと の健康に焦点を当てた教育プログラムの 物を大事にし 食物の生産等にかかわる人 へ感謝する心
展開が求められている をもつ 食事のマナ や食事を通じた人間関係形成能力
農業体験については 作物が作られる全工程のうち 土 を身に付ける 各地域の産物 食文化や食にかかわる歴
づくりと種まき 収穫部分のみの体験ではあったが 作物 史等を理解し 尊重する心をもつ ことの達成は 学期の
生産に対する理解が深まり 農業の大切さを実感できたと コ スのみでは困難である つまり 継続的かつ体系的な
いう効果がみられた 内閣府による体験農園利用者に対す 食に関する指導の必要性や考え方を全教職員が理解し そ
るアンケ ト調査においても同様の効果が認められてお れぞれの立場で食に関する指導を積極的に進め 継続して
り 平成 年度から都市部において 広域連携共生 対流 いくことが求められる さらに 授業として開講するため
等推進交付金 を活用した体験農園の全国拡大が図られて には 具体的にどのように運営するか 担当教員の配置
いる 本授業に参加した学生が今後 食べ物とどのよう 農場や各施設との交渉など 雑多で煩雑な作業が残されて
に関わりを持つように行動を変えるのか また 今回の食 いる また 食育のアウトカム指標については文部科学省
育トライアルに参加しなかった学生と食に対して意識や行 から成果指標および取組指標が例示されているものの 大
動がどのように異なっているかを追跡 評価することが 学の授業の場合には 個別の成績をどのような観点で評価
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独立行政法人日本スポ ツ振興センタ 健康安全部健康安
全事業課 平成 年度 児童生徒の食生活等実態調査結
果 平成 年 月
厚生労働省 平成 年度国民健康 栄養調査
最終
アクセス日平成 年 月 日
食育基本法 平成十七年法律第六十三号
食育推進基本計画 平成 年 月 日食育推進会議決定
文部科学省 食に関する指導の手引 平成 年 月




終アクセス日平成 年 月 日
ずしも十分な環境が整備されているわけではない 学生達 食育トライアル授業を実施するに当たり 農業体験
にもっと強力に食を扱う立場になることを自覚させる環境 の場の提供および収穫までの管理をして下さった白石農園
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: We aimed to evaluate changes in both knowledge of dietary education (Shokuiku) and in
motivation, in ﬁrst-year students of the Faculty of Applied Biosciences who attended a voluntary
Shokuiku program in . The program comprised lectures on food production, safety manage-
ment, and health management, as well as farming practicum classes (seed sowing, harvesting, etc.).
Twenty of the students who attended the courses belonged to the Department of Nutritional
Sciences. We received responses from and students to questionnaires administered before and
after the program, respectively. We obtained a “yes” answer of the time in response to the
following questions : ) Was your interest in dietary education activities enhanced? ) Were you able
to obtain the information you sought? ) After attending these courses, did your understanding of the
relationship between farming and diet change? and ) Would you take this course if it were o cially
o ered as a class? Seventy-three percent of students replied that they were very satisﬁed with the
courses. By placing “farming” as the central principle, these courses contributed to food awareness
and appreciation, feelings of gratitude toward producers, consideration for the environment, and
knowledge acquisition about the relationship between nutrition and health. Future studies should
address the generalizability by examining a larger pool of participants. In addition, other issues such
as human and material resources should be considered in realization of the Shokuiku program
curriculum.
: dietary education, Shokuiku , practices of farming, health management
By
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Applied Biosciences :




+2 ,**3 ,- ,**3
,**2 +*
,
,1
,. ++
1- 3+
+ ,
-
. $
#
